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Ⅰ　緒言
　我が国では，2011 年に高齢者人口は 2962 万４千人と
過去最高を記録（高齢化率 23.2%），2042 年には 3863






は，2002 年には 149 万人（高齢者の 6.3%）であったが，
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A県の在宅で生活する 60 歳以上の中高年者とした．最終分析対象は，回収された 783 名の調査票のうち，
























































































安定している地域である．調査期間は 2011 年１月 14 日
から３月６日までの約２ヵ月であった．なお，調査に際







































































































Comparative Fit Index（CFI）とRoot Mean Square Error 
of Approximation（RMSEA）を採用した．CFI は一般的
に 0.9 以上，RMSEAは 0.08 以下であればモデルがデー
タに適合していると判断される．なお，分析モデルの標
準化係数（パス係数）の有意性は，非標準化係数を標準












収された 783 名（回収率 68.2%）の調査票のうち，調査






齢は 70.6 歳（標準偏差 4.8），前期高齢者が 340名（80.4%），
後期高齢者が 83 名（19.6%）であった．性別は男性が




体の 2割程度であった．結婚状態は，「既婚」が 348 名
（82.3%），「死別」が 64 名（15.1%）であった．同居人数









































































































































































































































１．昨日のことを思い出そうとしても思い出せない 28 （ 6.6 ） 395 （ 93.4 ）
２．言おうと思っていたことを，ふとした拍子に忘れる 223 （ 52.7 ） 200 （ 47.3 ）
３．人の名前が「のどまで出かかっている」のに出てこない 312 （ 73.8 ） 111 （ 26.2 ）
４．やらなければならないことをするのを忘れる 77 （ 18.2 ） 346 （ 81.8 ）
５．いつも使う物（「めがね」など）を，どこに置いたかを忘れて探す 102 （ 24.1 ） 321 （ 75.9 ）





１．話の最中，言葉や名前が出てこなくてあせる 79 （ 18.7 ） 335 （ 79.2 ） 9 （ 2.1 ）
２．ついうっかり忘れる自分に対して，腹立たしさを感じる 222 （ 52.5 ） 154 （ 36.4 ） 47 （ 11.1 ）
３．物忘れが原因で落ち込む 353 （ 83.5 ） 57 （ 13.5 ） 13 （ 3.1 ）
４．談話中，物や人の名前をど忘れして，恥ずかしい思いをする 211 （ 49.9 ） 201 （ 47.5 ） 11 （ 2.6 ）
５．自分の物覚えの悪さを，情けないと感じる 224 （ 53.0 ） 155 （ 36.6 ） 44 （ 10.4 ）
６．重要なことを忘れてはいないかと不安になる 256 （ 60.5 ） 145 （ 34.3 ） 22 （ 5.2 ）
７．もの忘れをすると，ぼけてしまうのではないかと恐れを感じる 252 （ 59.6 ） 126 （ 29.8 ） 45 （ 10.6 ）
８．楽しみにしていた番組などをうっかり見逃してしまいがっかりする 234 （ 55.3 ） 167 （ 39.5 ） 22 （ 5.2 ）
９．忘れてばかりいる自分に嫌気がさす 334 （ 79.0 ） 76 （ 18.0 ） 13 （ 3.1 ）



























































項目 識別力 困難度ａ 困難度ｂ 困難度ｃ
＊ １．買い物リストをおぼえられる／思い出せる 1.118 －3.682 －0.912 1.960
２．電話番号をおぼえられる／思い出せる 0.758 －2.912 －0.184 2.475
３．ふだんよく使うものの名前を思いだせる 1.271 －3.793 －1.558 1.192
４．道順をおぼえられる／思い出せる 0.867 －3.516 －1.363 1.194
５．人の顔や名前をおぼえられる／思い出せる 0.937 －3.337 －0.351 2.699
６．物を置いた場所をおぼえておける／思い出せる 1.015 －3.629 －0.744 2.113
７．しなければならないことをおぼえておける／思い出せる 1.854 －3.084 －1.075 1.293
＊ ８．持って出ようと思っているものを，忘れずに持って出かけられる 1.385 －3.359 －0.738 1.532
＊ ９．約束をおぼえておける／思い出せる 1.703 －3.146 －1.510 0.813
10．忘れずに薬を飲める 0.853 －4.088 －2.027 0.867
＊ 11．会話中に使いたい言葉をスムーズに思い出せる 1.123 －3.048 －0.635 2.038
＊ 12．しようとしていることを忘れずに行える 2.335 －3.242 －1.035 1.339
＊ 13．忘れずにメッセージを伝えられる 1.867 －2.633 －1.129 1.407
14．誕生日や記念日などをおぼえておける／思い出せる 0.956 －3.317 －1.182 1.174
15．会話の内容をおぼえておける／思い出せる 1.412 －2.962 －0.829 1.564
＊ 16．支払期限までに忘れずに請求書の支払いができる 1.501 －3.039 －1.806 0.564
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